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　１０月１９ -２０日に岐阜県大垣フォーラムホ

テルで第２０回ＩＰＰＳ－Ｊ岐阜大会を開催いたし

ましたところ、１３０名を超える多数の方々にご

参加いただき、成功裏に大会を終了させていた

だくことができました。この場をお借りして深く

感謝申し上げます。

　岐阜大会は１９９６年に第３回大会を開催した

のに続いて２回目の開催となりました。第３回大

会でも事務局を務めましたが、当時はＩＰＰＳ－Ｊ

発足当初で、会の活動自体が模索状態の中での

開催であったため、とにかく楽しい大会にしよう

と岐阜県内の花き生産者総出で「お・も・て・な・し」

をした記憶があります。

　今回の大会は第２０回という区切りの大会でも

あり、実行委員会としては、成熟したＩＰＰＳ－Ｊ

の活動をさらに発展させる契機になればと意気

込んで準備をいたしました。このような状況から、

今回のＩＰＰＳ－Ｊ岐阜大会ではこれまでの大会と

は少々違った企画をさせ

ていただきました。

　一つは、これからの園

芸業界を担ってくれる若

者達に研究活動の発表の場を設けました。農業

高校の生徒からはポスターセッションを含めて

１１題、園芸専門学校の生徒から２題、大学の学

生から３題の発表をしていただきました。参加者

からは「まだまだ園芸業界、捨てたものじゃぁな

い！ロートルとして、もう一踏ん張り頑張らなく

ては！」といった感想をいただき、私自身として

もＩＰＰＳ－Ｊの今後の活動方針の一つになればと

思っています。

　二つ目は、大会に先だってプレツアーを開催

したことです。なかなか通常では見られない高

山植物を探索し、岐阜県の大自然を満喫してい

ただこうと考えました。とはいえ体力に難のある

かもしれないＩＰＰＳ－Ｊ会員に配慮して、バスで

３０００ｍまで楽に行ける乗鞍岳と奥飛騨温泉郷

をセットにして、高冷地野菜と温泉熱利用の熱

帯果樹生産を見ていただきました。プレツアー

を楽しんでいただけたものと思っています。

　岐阜大会の開催場所は第３回大会と同じ大垣
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フォーラムホテルでしたが、ＩＰＰＳ－Ｊ創設メン

バーからも「懐かしいなぁ」との声をいただきま

したし、発表会場ではほとんどの参加者が席を

離れることなく熱心に発表を聞いておられたの

が印象的でした。まだまだ、ＩＰＰＳ－Ｊは底力を

持っていると実感した次第です。

　産地視察では、岐阜県の園芸生産の誇れる箇

所を選んで見ていただきました。岐阜県の園芸

生産者の攻めの姿勢を実感していただけたので

はないかと自負をしています。

　先般、実行委員会で打ち上げ会を行いました

が、実行委員全員が楽しい良い思い出として語

り合うことができました。これもひとえに参加い

ただいた多くの会員の皆様のおかげと深く感謝

しています。

　また、来年の神奈川大会で皆様にお会いでき

ますことを楽しみにいたしております。

第２０回 ＩＰＰＳ－Ｊ岐阜大会を終えて

最近のマンゴー研究

 近畿大学附属農場 文室 政彦

　最近、私が３年ほど前から農場で行っている

マンゴーの研究を紹介します。一つは果肉の硬

さ音で評価する研究で、もう一つは新品種の育

成です。

　普段、果実の熟度を知りたいときに、果実を軽

く指で弾いて音を聞き、鈍い音だと熟れすぎだ

とか、反対に、高い音だと果肉が硬いと判断しま

す。すなわち、果実が熟して柔らかくなると、果

実固有の周波数が低くなり、反対に、未熟で硬い

と、周波数が高くなりま

す。周波数と果実硬度と

の関係が分かっていて、

果実固有の周波数を調べることにより非破壊で

果実の硬さが推定することができます。果実固

有の周波数は、共鳴という現象を利用して調べ

ます。果実側面の片方に加振器、反対側に受信

器を接触させ、加振器から低周波数から高周波

数の音を順次与えていきます。そうすると、果実

固有の周波数に共鳴して音が強くなるので、こ

の周波数をパソコンが自動で検出し、記録しま

す（写真１）。果実にはいくつか共鳴する周波数

１．共振法による‘アーウィン’マンゴーの

　果肉硬度の評価

受付の様子受付の様子

高校生によるポスター発表高校生によるポスター発表

大西さんのバラ農場大西さんのバラ農場
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がありますが、二番目の共鳴周波数が果実の硬

さと密接に関係します。最近、開発された小型装

置を使用して、‘アーウィン’マンゴーの日持ち

性や貯蔵試験を兼ねて研究を行ってきました。

　その結果、第２共鳴周波数と果実硬度との比

例関係にあり、第２共鳴周波数から果肉硬度の

推定ができました。また、マンゴー果実の軟化

が果実熟度やフィルム包装等で抑えられ、炭そ

病の発生を省けば５℃で５０日程度の貯蔵は可

能であることも分かりました。この試験は今年で

終了予定です。

　わが国のマンゴーの生産は、ほぼ‘アーウィン’

の単一品種であり、完熟状態で収穫された果実

は品質や日持ち性が優れ、生産も安定して、消費

者に人気があります。今後、マンゴーの消費拡大

には、消費者に好まれる多様な果実の提供が必

要ですが、現在のマンゴー品種は海外で育成さ

れたもので、 ‘アーウィン’に匹敵する品種は見

当たりません。国産マンゴー品種は、当農場で

‘アーウィン’と‘金煌１号’の自然交雑から育成

された‘愛紅’の１品種のみです。育種目標として、

高糖度で、大玉、果皮色は赤く、果肉繊維が少なく、

常温でも１週間程度の日持ち性があるものを目指

しています。当農場で、毎年安定して糖度が２０

度を越える品種は、‘エドワード’と‘スピリット

　オブ　７６’の２品種であることから、これら

を育種母本としました。また、‘愛紅’の欠点（日

持ち性）を改善するために、‘アーウィン’と‘愛紅’

の自然交雑実生も多数育成してきました。

　その結果、‘エドワード’の実生の中に、２０１２

年より順次開花、結実する個体が出現してきて

おり、‘リペンス’との交雑種であると推定され、

平均果重８００ｇ、平均糖度２４度以上で、肉質が

良く、常温でも１週間程度の日持ち性のある有望

な個体も得られました（写真２、３）。また、以前、

‘スピリット　オブ　７６’は有望品種だと紹介し

ましたが、果皮色や日持ち性に難点があります。

新たに得られた交雑実生から、果皮が赤く、‘アー

ウィン’に近い肉質でありながら、高糖度であり、

食味の優れたものが得られました（写真４）。まだ、

開花、結実した個体数は少なく、研究はこれから

です。マンゴーは交雑実生が開花するまでには、

一般的には５、６年以上は必要ですので、定年に

なるまでの残り６年の間に、できれば二つや三つ

新品種を育成し、近大とマンゴー農家に貢献し

たいと考えています。

２．新品種の育成

写真１　果実硬度測定装置写真１　果実硬度測定装置

写真２ ‘エドワード’実生（中央）写真２ ‘エドワード’実生（中央） 写真３　原木写真３　原木

写真４‘スピリット’実生写真４‘スピリット’実生

最近のマンゴー研究
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　当研究所沖縄分場では、熱帯果樹類の品種保存を行っています。現在、マン

ゴー１００品種程度、アボカド５０品種程度、チェリモヤとホワイトサポテ各々

３０品種程度、ゴレンシ・レイシ・リュウガン・パッションフルーツ・アテモヤを

各々１０品種程度、その他ブラックサポテ・イエローサポテ・マメーサポテ・レンブ・スイショウガキ・

ピタヤ・バンレイシ・ピタンガを各々数品種ずつ保存しています。今回はこの中から結実した果樹につ

いて、写真を中心に紹介させて頂こうと思います。

カキノキ科の常緑高木で、樹高は１８～２０ｍに達す

るものもありますが、一般的には８～１０ｍです。西インド諸島原産で、メキシコでは一般的な果物となっ

ています。ブラックサポテの名前は、果肉が黒っぽいことからついたようです。

　バンレイシ科バンレイシ属の半落葉性小木です。樹高は一般的には

５～６ｍと他のバンレイシ果樹より低いです。西インド諸島原産とさ

れていますが、古くから中南米一帯に分布していました。また、バン

レイシは丸まった髪の毛の仏像の頭に見えることから釈迦頭とも呼ば

れています。写真のように果皮が赤紫色のバンレイシもあります。バ

ンレイシにチェリモヤの花粉を交配してできたものが、皆さんご存じ

のアテモヤ です。

  フトモモ科フトモモ属の常緑低木で、樹高は一般

的に４～５ｍです。果実はアセロラに似ていますが、

まったく異なるものです。ブラジルを中心とした熱帯

アメリカ原産で、別名ブラジルサクランボと言われています。通常、ピタンガの果皮は赤色ですが、写

真のような黒色の品種もあります。

　アカテツ科オーガストノキ属の常緑の中高木です。樹高は１２～１５ｍに達し

ます。西インド諸島、中央アメリカなど熱帯原産の果樹です。果肉はゼリー状の

半透明のため水晶にみたてられ、スイショウガキと呼ばれています。今回、果肉

の写真を撮影していないので、果実の外観だけを紹介します。

熱帯果樹の紹介
試験研究機構 神内南方系果樹研究所

沖縄分場 前田 隆昭

①ブラックサポテ (Diospyros ebenaster Retz.)

②バンレイシ (Annona squamosa Linn.)

③ピタンガ (Eugenia michelii Lam.)

④スイショウガキ (Chrysophyllum cainito Linn.)

シャカトウ
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　メールアドレスを登録している会員宛に２０１３年１０月１０日頃に「Ａ ｍｅｓｓａｇｅ ｔｏ ａｌｌ ＩＰＰＳ ｍｅ

ｍｂｅｒｓ」という件名のメールが送信者名「Ｔｅｒｒｉ Ｂｒｅｏｎ」（新しい国際秘書）から届いたと思います。

メール本文は国際編集長「Ｃｈａｒｌｅｓ Ｗ. Ｈｅｗｓｅｒ」による今後の（Ｃｏｍｂｉｎｅｄ）Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ（ブ

ラックブック）のあり方についての説明などですが、一番重要なのはＰｕｂｈｏｒｔにアクセスして、６２巻

の情報を得る方法を示していることです。その方法により未編集の６２巻の情報を見ることが出来ます。

ただし、６２巻が完成し、会員に配送された時点で、未編集の６２巻は消去されますので、ひょっとした

らこのニュースレターが届いた時点で、その様になっている可能性はあります。しかし、しばらくすると

未編集の６３巻が掲載されます。

　一方、現時点ではＩＰＰＳのホームページから６０巻までの全てＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓを閲覧することが出来ま

す。なお２０１４年は、国際園芸学会との合意により、全会員はＩＰＰＳのホームページよりブラックブックの

中身を無制限にダウンロードできる予定だと国際理事会で案内されています。このようなＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ

の電子化が進むことにより、５～１０年後、ＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓもＣＤも希望者のみ配布という形になりそう

です。日本支部では、会費が統一され（すなわち現在の『正会員』に統一され）、Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓあるいは

ＣＤを希望する会員は本部へ直接、メール等で注文するということになるかもしれません。その様にな

るとＰｕｂｈｏｒｔへアクセスし、必要な論文をダウンロードする方法を知っておくことが非常に重要にな

ります。以下にその方法を示します。

　なお、『正会員ＢＢ』や『正会員ＣＤ』にならなくても『正会員』でもＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇの中身は全て入

手できるので、Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇの中身の入手を主目的としている『正会員ＢＢ』および『正会員ＣＤ』の

方は、『正会員』に会員区分を変更することにより、年会費を安く済ませることが可能です。そこでお願

いがあります。会員区分を変更される方は速やかに事務局にその旨伝え、会費を支払って下さい。例年、

事務局から本部へ会員数を会員区分とともに伝え、日本支部全体の会費を納めるのは春頃のため、春以

降に会員区分を変更して事務局に会費を支払うと、結果として余計な会費を本部に支払うことになり、

日本支部の負担が増えます。よって年会費の納入および会員区分の変更連絡はできるだけ早く連絡する

ようお願いします。（『正会員ＢＢ』；ブラックブックを購入する会員、『正会員ＣＤ』；ＣＤ-ＲＯＭを購入す

る会員、『正会員』；ブラックブック、ＣＤ共に購入しない会員）

IPPS-J 国際理事 鉄村琢哉

①「Ａ ｍｅｓｓａｇｅ ｔｏ ａｌｌ ＩＰＰＳ ｍｅｍｂｅｒｓ」

メール本文中ほどにある、

　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｐｕｂｈｏｒｔ.ｏｒｇ/ｍｅｍｂｅｒｓ/ｉｐｐｓｕｅ

　を左クリックしログイン画面を出す。（あるい

は上記アドレスを直接、ウェブブラウザの最

上部にあるアドレスバーに記入し、リターン

キーを押す。）

　②この画面が出てくる。

Ｐｕｂｈｏｒｔからのダウンロード方法
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③「Ａ ｍｅｓｓａｇｅ ｔｏ ａｌｌ ＩＰＰＳ ｍｅｍｂｅｒｓ」を受信した自分のメールアドレスを記入し、チェックボッ

クスにチェックを入れて、Ｌｏｇｉｎを左クリックする。

④その後しばらくすると、「Ｙｏｕｒ ＩＰＰＳ ｐａｓｓｗｏｒｄ」という件名のメールが送られ、パスワード（数字、

大文字ローマ字、小文字ローマ字がランダムに並んでいるが、最後の『 . 』は文のピリオドなのでパ

スワードではないので注意）が記載されている。（ＩＰＰＳ本部にメールアドレスを登録していない方に

はまず、登録するように返信があると思います。事務局を通じて、登録して下さい。）

⑤再びログイン画面を出し、メールアドレスとパスワードを記入し、Ｌｏｇｉｎを左クリックする。

⑥このような画面が出てくるので、Ｄｏｗｎｌｏａｄ ｆｕｌｌｔｅｘｔ ｆｉｌｅをクリックすれば、その上に書かれたタ

イトルの未編集のＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇが表示される。

Ｐｕｂｈｏｒｔからのダウンロード方法
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⑦また、右上の　　　　 をクリックすると、このようなＩＰＰＳのホームページが表示される。

⑧Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓのところへカーソル（矢印）を持ってくると下に表示が現れ、されにカーソルをゆっく

り下へ移動し、このような状態になった時に左クリックする。

⑨第１巻（１９５１年）から第６０巻（２０１０年）までの案内が出てくるので、読みたいＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ

　（Ｖｏｌｕｍｅ ６０(２０１０)とか）を左クリックする。

⑩このような画面が出てくるので、読みたいＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓのＳｅｅ ａｂｓｔｒａｃｔを左クリックする。
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⑪このような画面（Ｔｉｔｌｅ， Ａｕｔｈｏｒｓ， Ａｂｓｔｒａｃｔ）が出てくるので、ＩＰＰＳ ｍｅｍｂｅｒｓを左クリック

するとＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇ本文がｐｄｆファイルで表示されますので無料ダウンロード可能です。ただし、

ＩＰＰＳの会員以外は有料です（ＩＳＨＳ ｍｅｍｂｅｒｓ ＆ ｐａｙ-ｐｅｒ-ｖｉｅｗをクリックしないように気をつ

けて下さい）。

　これは、現時点での方法ですので、今後、変更する可能性があります。その際はまたニュースレター

等でご連絡します。

　次に最近のＩＰＰＳの情報として、イギリス＆アイルランド支部が発展的に解消し、新たに

ヨーロッパ支部が出来ました。その第１回目の大会の様子がＹｏｕｔｕｂｅで見ることが出来ます

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｙｏｕｔｕｂｅ.ｃｏｍ/ｗａｔｃｈ？ｖ=ｈｙｖｅＡ８ｐｕｈｋｇ）。よって現在、オーストラリア、米国東

部、米国南部、米国西部、日本、ニュージーランド、南アフリカの７支部になります。残念ながら２００６

年に２１７３名いた会員が、２０１３年には１５３５名に大幅に減少しております。各国とも会員の減少を防ぐ

ため、いろんな方策を打ち出しており、例えばオーストラリア支部では現会員１名につき新しく１会員を

紹介するよう求められていそうです。また、公式Ｆａｃｅｂｏｏｋを作り、そこで「Ｓｅｅｋ ＆ Ｓｈａｒｅ」を実

践し、会の宣伝および現会員への情報提供・情報交流を行うことも求められています。皆様も会員が増

えるよう、ご努力お願いします。

　繰り返しになりますが、今後は電子化がいっそう進むことは間違いありません。このニュースレター

も近い将来、メールでの配信が主体になるものと思われます。インターナショナルのホームページに

も日本支部のニュースレターが掲載される予定です。電子化に慣れていない会員の方々にとって、最

初は扱いにくく読みにくいかもしれませんが、慣れることにより対応できると思いますので、今後とも

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓの電子化を何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。

Ｐｕｂｈｏｒｔからのダウンロード方法
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　近年、食料・エネルギーの不足および環境の

劣化が世界的に問題となってきており、これらの

問題解決のためには、自然エネルギーの有効利

用や物質循環型の社会の構築が重要であると考

えられています。植物は、このような地球規模あ

るいは地域的な諸問題を解決するために、食料

およびエネルギー資源を供給し、また環境を保

全するための重要な役割を担うことが期待され

ます。大阪府立大学の私たちの研究室では、地

球あるいは地域を物質が循環する生態系と捉え

て、その物質循環を健全に機能させるために、

植物機能を最大限に発揮させ有効に利用する方

法について検討を進めています。ここではその

主な研究の概要を紹介します。

　都市における物質循環系構築を目指して、サツ

マイモを用いた都市緑化について研究していま

す。サツマイモは、食糧としての芋、機能性野菜、

加工原料（デンプン、糖、アルコール飲料など）、

燃料用アルコール原料、地表保護植物などに利用

できる多用途植物です。建物の屋上・壁面はこれ

まで利用されていなかった都市の農地空間です。

これらの場所で、蒸散能力の高いサツマイモの葉

の気化冷却機能と建物

からの中水の供給を組み

合わせて、夏季のヒート

アイランド現象を緩和するとともに、高い光合成

機能を持つ農作物として都市での食料生産に利

用します。さらに後述のように、都市域の有機廃

棄物処理として今後重要となるメタン発酵処理シ

ステムから排出される消化液も、サツマイモへの

水・肥料供給に利用することができます。

　近年、自然エネルギー資源の一つとして、バイ

オマスが注目されています。バイオマスエネル

ギーは、その源が植物の光合成によって取り込ま

れた太陽エネルギーであるため、再生可能エネル

ギーに位置付けられます。バイオマスエネルギー

利用方法の中でも、特に含水率の高いバイオマス

資源を有効活用できるメタン発酵が注目されてい

ます。メタン発酵では、畜産廃棄物や生ごみなど

からメタンガス（都市ガス）を生産でき、廃棄物

処理とエネルギー資源生産を同時に行うことがで

きます。しかし副生物として大量に発生する残渣

液（消化液）の多くは、エネルギーやコストを必

要とする処理を経て、浄化・放流されています。

メタン発酵消化液は、元々、植物が吸収した無機

肥料成分を多く含んでいることから、牧草地や水

田で液肥としての有効利用が試みられています

が、その利用量はまだ少ないのが現状です。その

一因は、メタン発酵消化液が含有する窒素成分の

多くがアンモニアであり、また施肥できる農地面

積が限られるためです。そこで施設型植物生産を

北宅 善昭大阪府立大学大学院生命環境科学研究科

物質循環における植物の重要性

はじめに

サツマイモを用いた都市緑化

メタン発酵消化液の

植物生産への有効利用

大阪府立大学屋上でのサツマイモ栽培実験
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含むより広範な農業分野でメタン発酵消化液を

有効利用するため、その成分を低コストで改質す

る方法について検討しています。

　熱帯から亜熱帯沿岸河口部を中心として、幅

数十ｍから数ｋｍ、長さ数ｋｍから数十ｋｍに

渡って広がるマングロ－ブ林は、波による侵食

から海岸線を保護する天然の防波堤の役割を

担っています。またマングロ－ブ林内あるいはそ

の周辺土壌にはマングロ－ブの落葉や朽ち木、

川の上流から運ばれる有機物が堆積し、栄養豊

富な水域になっています。住民は昔からマング

ロ－ブ生態系の中で生活し、海の森であるマン

グローブ林を伝統的に守ってきました。しかし

近年、人口増加に伴う過剰伐採、農地やエビ養

殖池への転換など人間活動に関連した圧力によ

り、マングローブ林が急速に消失しつつあり、そ

れに伴い環境が著しく劣化しています。さらに最

近では、地球温暖化に伴うと考えられる海面上

昇がマングローブの生育可能な干潟を縮小する

懸念があり、波浪による海岸侵食がそれに拍車

をかけています。従って、マングローブ林の再生

および健全な沿岸域生態系の回復は緊急の課題

であり、効率的な造林技術の確立とともに、地域

住民の生活とマングロ－ブ林の保護が両立する

ような開発手法の確立が重要です。

　有人探査などで人間が長期にわたって宇宙船、

宇宙ステーション、あるいは月や火星の基地な

どに滞在する時に、人間の生存に不可欠な食料

生産、空気や水の浄化、物質リサイクルなどを閉

鎖環境下で行う閉鎖生態系生命維持システム

（略してＣＥＬＳＳ）の開発研究を行っています。

ＣＥＬＳＳは完全な物質循環型であり、食料生産

システム（宇宙農場）と環境維持システムで構

成されます。食料生産システムは植物栽培、魚

類飼育および家畜飼育システムからなり、環境

維持システムはガス、水および廃棄物の処理シ

ステムからなります。ＣＥＬＳＳでは基本的に、人

間を含む動物の呼吸により排出されるＣＯ２は植

物の光合成で有機物に変換され、その時に発生

するＯ２が動物の呼吸に利用されます。また、有

機排泄物は、酸化されて水とＣＯ２およびその他

の無機物に変換されるので、その酸化のための

Ｏ２の供給、発生するＣＯ２の吸収も植物の光合

成に依存しています。地球は、ほぼ完全な閉鎖

環境であり、その中で植物、人間、およびその他

の従属栄養生物が共存しています。したがって、

ＣＥＬＳＳは地球における物質循環のミニチュア

と考えることができます。ＣＥＬＳＳは、長期有人

宇宙活動の支援のみならず、地球上の生態系に

おける物質循環の中で起こっている様々な現象

を実験的に再現して、不適切な人間活動により

生じているＣＯ２濃度上昇や地球温暖化など、地

球環境変動の原因解明や将来予測のシミュレー

タとなることが期待されます。

　現在、食料・エネルギー・環境に係る諸問題

が様々な形で表面化してきています。それらの

問題解決に向けて、独立栄養生物である植物が、

従属栄養生物である私たちの食料の唯一の生産

者であり、私たちの生存環境を保全する物質循

環の要であることを、再認識する必要があるよう

に思います。

マングローブ林の保全

宇宙開発における植物利用

おわりに

長期の有人宇宙活動を支えるための閉鎖生態系生命維持システム

セ ル ス
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　今年はＩＰＰＳ-Ｊ が設立されて２０年の記念の年になります。岐阜大会の幹事の大西さん、遠藤さん、

福井先生がこの企画を実施してくれました。大変に有意義で楽しいプレツアーを企画実行していただき、

幹事の皆様に感謝いたします。

　９：００名古屋駅を出発。高山市へ。親子が別々

で経営するトマト農場、㈲橋場農園の見学。夏

秋トマトの生産を３．３ｈａ、不耕起栽培、化学肥料・

化学農薬の低減を実行。菌床椎茸を１２万ブロッ

ク生産。原料から加工まで自家農園にて製造す

る６次産業化を実現している。一番おいしい秋ト

マトのみを使用して製造したトマトジュース「ピ

コ」は絶品でした。直売所で参加者が買い占め

てしまいました。高山市内を散策後、奥飛騨温泉

郷に位置する、温泉熱を利用してドラゴンフルー

ツを生産する奥飛騨ドラゴンこと、㈲フルージッ

クを見学。冬は－１５℃、積雪は１ｍ以上になる

この地で、熱帯果樹を生産する経営は極めて特

異な観光的な農業経営でした。平湯温泉の穂高

荘「山がの湯」へ宿泊。

藤森　忠雄㈱赤塚植物園

ＩＰＰＳ-Ｊ 第２０回岐阜大会 記念プレツアー

乗鞍岳の高山植物を求めて

７月２７日(土)

　８：３０宿を出発、乗鞍岳の畳平駐車場へ。こ

ちらのお花畑の散策・高山植物の観察は大変に

楽しいひと時でした。皆さん思い思いに散策さ

れていましたが、私は学生さんを案内している福

井先生の後について散策したために、植物名を

沢山教えて頂きました。写真も沢山撮れたので

満足でした。ただ「コマクサ」に出会えなかった

ことが心残りです。

　その後、丹生川村の「赤かぶの里」にて昼食。

直売所には各種農産物が沢山販売されていまし

た。産直の意気込みが強く感じられる光景でし

た。板倉ラーメンを見学して名古屋へ。

　６:００名古屋駅へ戻り、解散しました。２１名

が参加した楽しい旅になりました。

７月２８日(日)
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　今年はＩＰＰＳの日本支部が設立されて、

満２０年になりました。先輩の皆さんのご苦労により、この会

が設立され、今日まで運営されて来たことに感謝したいと思

います。世の中には沢山の組織がありますが，この会議は他

とは少し違った特徴があります。それはＩＰＰＳのモットーが

Ｓｅｅｋ ＆ Ｓｈａｒｅ（共に学び分かちあう）です。植物の増殖・

生産に関して技術的にあらゆる情報の交換をしつつ、国際的

編 集 後 記 な友好を深めることにあります。従いまして、海外に出掛け

る際には訪問先の国の会員に連絡してから出掛ける事が得策

です。その際にはこの会のバッジを付けていくことをお勧め

いたします。私自身、先輩から助言いただき、海外へ出掛け

た際に、大変な貴重で有意義な体験が出来ました。

　この会はそのような素晴らしい会です。

ニュースレター担当：藤森忠雄

コバイケイソウ（ユリ科）コバイケイソウ（ユリ科） ミヤマキンポウゲ（キンポウゲ科）ミヤマキンポウゲ（キンポウゲ科）

コイワカガミ（イワウメ科）コイワカガミ（イワウメ科） クロユリ（ユリ科）クロユリ（ユリ科）

ハクサンイチゲ（キンポウゲ科）ハクサンイチゲ（キンポウゲ科） ヨツバシオガマ（ゴマノハグサ科）ヨツバシオガマ（ゴマノハグサ科）

畳平の施設畳平の施設 お花畑お花畑


